
7 梱 包サイレ
ージの移動再貯蔵について

1  背 景 と特徴

近年、北上山系の開発等により採革地は利用農家から遠隔のしかも高標高
の地に拓かれてい

る。このような条件のと←ろは山地気象?特 性から乾草よリサイイ
ージ調製が有利となるが、

サイレージは速隔地からの 「水連般」となりかねず、夏の繁忙期では不経済な粗飼料調製手段

といわざるを得ない。  |          |

そこでt運搬に能率的4低 水↑?サ イ
レージをつくり現地にf時 貯蔵す葎次いで農閑期にそ

れを開封庭先に運搬じ再び貯蔵するいわゅる移動再貯蔵の方途が考えられ、
|その有用性の検討

が望まれてきた。

2  技 術 内容           |

1)牧 革を水分含量 50～ 60%(50%前 後が望ましい )に調整 して、
ヘーペーラで20A7前

後に柄包し、パキュ
ームサイロにレンガ状に績む。

2) こ の場合ノロピオン酸 (原科重の 0:5%)を 5～ 10倍に希釈して添加する。

3) ビ ニール布で完全に密封したのちt脱 気 して
一次貯蔵を完了する。

4)二 次貯蔵は秋田に開封したものを、その日の分ちに連搬 し、
スタノクまたは六キューム

サイ。などを利用し、
一次と同じ壊領で行 うo

3  指 導上 の留意 点

1)密 封を完全にし「カビ」の発生を防止し品質保持にうとめる。特に二次貯蔵
の時に留意

する。 ,

2) カ ラスの食害には防雀網を使用し、コオロギ害にはサイ
ロの周囲を隔障板を囲らして防

1株する。

3)二 次貯蔵のサイロの 1基の大きさは、7～ 10日で給与が終る程度
のものを作り、貯蔵

駐tiLサイロの数で対応する。大きいサイロになる時は間仕切を必ず
おこなう。

4  試 験 成績の概要

1)試 機課題名 :穂包サイレ
ージの移動再貯蔵

2)試 験年次及び場所 :昭 49～ 51年 岩 手畜試及び岩手県経済違

3)試 験方法
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(1)試 験地 一 次貯蔵

二次貯蔵

(2)試 験処理

試験区

雫石町高畑

雫石町西山 (距離 11～ 15愉 )

(3)サ イレージ調製月日

一次貯蔵 昭 51年 7月 16日、二次貯蔵 11月 15日、開封 12月

(4)サ イロの種類

一次貯蔵 5t容 パキュ
ームサイロ

ニ次貯蔵  5t容 および3t容 スタンクサイロ

4)試 験結果

欄包サイレージの移動再貯蔵法の実用性を現地で確認 じ得た。

5)主 勢成果の具体的データ

表-1 -次 貯蔵時のサイレージの品質
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表-2 -次 貯蔵時の力どの発生状況
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表-3 二 次貯蔵時のサイレージの品質

新 鮮 物 %
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表-4 二 次貯威時のカピの発生状況
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6)残 された問題点

S  参 考資料

昭和 51年度 試 験枕象成績書 岩 手語試
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